
○　精神病院

No 指　　標　　名 矢吹病院 計算式

※任意の期間により集計 25ﾊﾟｰｾﾝﾀｲﾙ 中央値 75ﾊﾟｰｾﾝﾀｲﾙ

1 患者満足度 70.6% 80.0% 85.7% 100.0%
［分子］満足のいく治療を受けたと回答した入院患者数
［分母］患者満足度の有効回答数

2 紹介率 22.5% 41.2% 57.9% 75.0%
［分子］紹介患者数＋救急患者数
［分母］初診患者数

3 逆紹介率 21.9% 42.9% 57.1% 92.4%
［分子］逆紹介患者数
［分母］初診患者数

4 新入院頻度 68.0人 45.1人 103.0人 128.8人
［分子］新入院患者数
［分母］病床100床当たり

5 緊急措置入院頻度 0.0人 0.0人 0.0人 1.3人
［分子］緊急措置入院患者数
［分母］病床100床当たり

6 措置入院頻度 1.0人 0.0人 1.0人 3.5人
［分子］措置入院患者数
［分母］病床100床当たり

7 退院患者頻度 66.5人 46.1人 98.0人 141.3人
［分子］精神科退院患者数
［分母］病床100床当たり

8 在院3か月以内の退院率 51.1% 72.4% 82.1% 88.6%
［分子］自院退院後3ヶ月以内に退院した患者数
［分母］退院患者数

9
退院後3か月以内の再入院
率

8.6% 8.1% 14.4% 20.8%
［分子］自院退院後3ヶ月以内の再入院患者数
［分母］新入院患者数

10 在宅復帰率 84.7% 69.7% 79.4% 91.0%
［分子］退院先が自宅等の患者数
［分母］退院患者数

11 救急車来院頻度 10.7人 2.1人 9.2人 24.9人
［分子］救急車来院患者数
［分母］病床100床当たり

12 警察関係車両来院頻度 3.4人 0.0人 1.8人 6.2人
［分子］警察関係車両来院患者数
［分母］病床100床当たり

13
転倒・転落レベル２以上発
生率

0.073件 0.00028件 0.00071件 0.00110件
［分子］ｲﾝｼﾃﾞﾝﾄ･ｱｸｼﾃﾞﾝﾄの入院患者転倒・転落数【ﾚﾍﾞﾙ2以
上】
［分母］入院延べ日数

14 褥瘡推定発生率 2.7% 0.0% 0.0% 0.4%
［分子］入院時に褥瘡なく調査日に褥瘡を保有する患者数＋
入院時に褥瘡あり他部位に新規褥瘡発生の患者数
［分母］調査日の施設在院数（人）

15
クリティカルパス使用率
【患者数】

0.0% 0.0% 2.0% 23.4%
［分子］パス新規適用患者数
［分母］新入院患者数

説明

診療等に対する満足度

他の医療機関から紹介されて来院した患者さんの
割合

全国自治体病院
(H27.1～3)

当院から他の医療機関に紹介した患者さんの割合

病床の回転率,短期･長期入院の傾向が分かる。重
症かつ慢性の精神疾患に重点を置く病院は指標値
が低くなる場合がある

入院しなければ自傷他害の恐れがある場合の知事
の権限による入院。行政との連携を図りながら社
会貢献している点を指標としたもの

病床の回転率,短期･長期入院の傾向が分かる。重
症かつ慢性の精神疾患に重点を置く病院は指標値
が低くなる場合がある

一定の期間での退院･社会復帰を目指すことを指標
としたもの

低栄養の患者さんが寝込んでいたりするとできる
床ずれの発生率

クリニカルパスとは,ある疾患に対して入院から退
院までに行われる検査や治療を経過日ごとに記載
した診療計画書。クリニカルパスの使用状況

病状の安定化を図り,再入院を避けることを指標と
したもの

退院患者さんのうち,自宅などへの退院の割合

救急車の受入頻度

パトカー等で来院した患者さんの受入頻度

入院患者さんが転倒･転落し,検査や処置が必要に
なった発生頻度

＜参考１＞ 良質な医療サービスの提供（矢吹病院に係る臨床指標分析） 

＜SST＞ 

＜アニマルセラピー＞ 

 動物とふれあうこと

で,ストレスを軽減し,心

の回復を図ります。 

 SST(社会生活技能訓

練)により社会復帰を促し

ます。 

矢吹病院内の様子 

 思いやりと真心で 

患者様に尽くします。 

＜診察の様子＞ 

○ 全国自治体病院協議会「医療の質の評価・公表等推進事業」(Ｈ27年6月公表)より作成 

 

○ 本事業は平成26年３月開始,全国892の自治体病院のうち114病院が参加(H26年12月現在) 
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○　一般病院

No 指　　標　　名 宮下病院 南会津病院 説明 計算式

25ﾊﾟｰｾﾝﾀｲﾙ 中央値 75ﾊﾟｰｾﾝﾀｲﾙ

1 入院患者満足度 93.2% 97.4% 98.2% 診療等に対する満足度

2 外来患者満足度 94.1% 95.9% 98.0%

3 紹介率 8.0% 15.0% 51.2% 71.8% 79.1%
他の医療機関から紹介されて来院した
患者さんの割合

［分子］紹介患者数＋救急患者数
［分母］初診患者数

4 逆紹介率 33.6% 10.6% 33.9% 48.2% 57.6%
当院から他の医療機関に紹介した
患者さんの割合

［分子］逆紹介患者数
［分母］初診患者数

5 在宅復帰率 93.3% 92.0% 81.6% 86.4% 89.9%
退院患者さんのうち,自宅などへの退
院の割合

［分子］退院先が自宅等の患者数
［分母］退院患者数

6
院内他科入院中の精神科診
察依頼頻度

18.8% 0.0% 0.0% 8.9% 18.6%
身体疾患で入院していても,精神科の
対応が必要な場合は紹介により精神科
医が対応

［分子］院内他科入院中の精神科診察依頼件数
［分母］病床100床あたり

7
精神科病院からの身体疾患
受入れ頻度

0.0% 0.0% 0.0% 0.3% 1.2%
治療中の精神疾患の対応があり,入院
対応困難とする病院もある。より高い
値を目指す

［分子］精神科病院からの身体疾患受入患者数
［分母］病床100床当たり

8 地域医療機関サポート率 9.2% 92.3% 43.3% 64.9% 79.7%
地域の多くの医療機関との連携を図っ
ている場合には数値が高くなる

［分子］二次医療圏内で紹介を受けた医科医療機関数
［分母］二次医療圏内医科医療機関数

9 地域救急貢献率 14.5% 50.0% 11.4% 20.6% 36.9%
二次医療圏の救急搬送件数うち,当院
で受け入れた割合

［分子］救急車来院患者数
［分母］二次医療圏内救急車搬送人数

10
転倒・転落レベル２以上発
生率

0.033875件 0.005772件 0.00031件 0.00055件 0.00111件
入院患者さんが転倒･転落し,検査や処
置が必要になった発生頻度

［分子］ｲﾝｼﾃﾞﾝﾄ･ｱｸｼﾃﾞﾝﾄの入院患者転倒・転落数【ﾚﾍﾞﾙ2以
上】
［分母］入院延べ日数

11 褥瘡推定発生率 0.0% 1.7% 0.7% 1.3% 2.4%
低栄養の患者さんが寝込んでいたりす
るとできる床ずれの発生率

［分子］入院時に褥瘡なく調査日に褥瘡を保有する患者数＋
入院時に褥瘡あり他部位に新規褥瘡発生の患者数
［分母］調査日の施設在院数（人）

12
クリティカルパス使用率
【患者数】

1.5% 3.8% 22.7% 41.2% 54.5%
［分子］パス新規適用患者数
［分母］新入院患者数

13
クリティカルパス使用率
【日数】

0.2% 0.5% 9.0% 19.4% 28.0%
［分子］パス適用日数合計
［分母］入院延べ日数

14
肺血栓塞栓症の予防対策実
施率

－ 100.0% 85.3% 91.8% 95.5%
肺血栓塞栓症は,大きな手術後,ベッド
上安静を長くしている場合に発症しや
すい

［分子］分母のうち肺血栓塞栓症の予防対策（弾性ストッキ
ングの着用、間歇的空気圧迫装置の利用、抗凝固療法のいず
れか、または2つ以上）が実施された手術数
［分母］肺血栓塞栓症発症のリスクレベルが「中」以上の手
術数

［分子］満足のいく治療を受けたと回答した入院患者数
［分母］患者満足度の有効回答数

クリニカルパスとは,ある疾患に対し
て入院から退院までに行われる検査や
治療を経過日ごとに記載した診療計画
書。クリニカルパスの使用状況

71.6% 88.7%

全国自治体病院
(H27.1～3)

＜参考１＞ 良質な医療サービスの提供（宮下･南会津病院に係る臨床指標分析） 

    ※矢吹病院、宮下病院、南会津病院については、任意の期間により集計 

南会津病院内の様子 

＜透析室スタッフ＞ 

 透析室やMRIなどを 

備え,地域の医療ニーズ

に対応できるよう,医療

体制を整えています。 

宮下病院内の様子 

 地域の皆様に信頼さ

れる看護を目指して, 

訪問看護や出前講座な

どに取り組んでいます。 

＜病棟スタッフ＞ 

○ 全国自治体病院協議会「医療の質の評価・公表等推進事業」(Ｈ27年6月公表)より作成 

 

○ 本事業は平成26年３月開始,全国892の自治体病院のうち114病院が参加(H26年12月現在) 
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